
　
一
般
会
計
予
算
は
、都
市
再
生
整

備
事
業
費
や
街
路
事
業
費
の
大
幅

な
増
に
よ
り
、前
年
度
比
29
億
２
千

400
万
円
増
の
236
億
８
千
万
円
、過

去
最
高
額
の
当
初
予
算
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。普
通
建
設
事
業
費
の
増

加
に
伴
い
、市
債
の
発
行
見
込
み
額

は
前
年
度
比
約
11
億
９
千
万
円
増

の
30
億
４
千
300
万
円
と
な
り
、不
足

す
る一
般
財
源
に
つ
い
て
は
、財
政
調

整
基
金
な
ど
か
ら
、前
年
度
比
１
億

４
千
399
万
７
千
円
増
の
８
億
９
千

399
万
７
千
円
を
繰
入
れ
て
い
ま
す
。

市
債
残
高
の
増
加
に
よ
る
公
債
費

負
担
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の

方
針
を
踏
ま
え
、経
常
経
費
の
節

減
を
図
る
と
と
も
に
、健
全
な
財
務

体
質
の
確
立
に
向
け
、さ
ら
に
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
開
始
し
た
地

域
ケ
ア
会
議
で
は
、要
支
援
か
ら
要

介
護
１
ま
で
の
事
例
を
対
象
に
支

援
内
容
の
検
討
を
行
い
、本
人
の
生

活
機
能
の
改
善
を
目
指
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。平
成
31
年
度
か
ら
は
、個
別

事
例
の
検
討
を
通
じ
て
把
握
し
た

地
域
課
題
を
関
係
機
関
で
共
有
す

る
と
と
も
に
、課
題
解
決
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
、地
域
ケ
ア
推
進
会

議
を
開
催
し
、高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
継

続
で
き
る
施
策
へ
と
結
び
付
け
る
よ

う
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
努
め
ま
す
。

第406回 市議会定例会　３月１日

施 政 方 針月議会

　平山耕三市長は、３月１日開会の第４０６回市議
会定例会で各議案の提案説明に先立ち、「平成３１
年度は市制施行６０周年の節目の年です。新天皇
が即位され、「平成」から新元号に変わる時代の変
化の中、市制施行６０周年を契機として、さらなる市
勢発展に向け各種施策に全力で取り組んでまいり
ます。
　安倍首相は、１月の施政方針演説の中で、日本の
持続的な成長にとって、少子高齢化が最大の課題
であり、平成の３０年間で出生率が１．５７から１．２６ま
で落ち込み、高齢化率は１０パーセントから３０パーセ
ントへと上昇した現状を説明しました。そのような中で
も、アベノミクス３本の矢により、経済は１０パーセント
以上成長し、生産年齢人口が減少する中でも、就
業者数が増加したことを強調しました。そして、全世
代型社会保障制度を築き上げるため、１０月から消
費税率を１０パーセントに引き上げると同時に、希望
出生率１．８の実現を目指し、幼児教育の無償化を
実施すると述べました。観光面では、訪日外国人観
光客数が６年連続で過去最高を更新し、観光立国

によって、地方創生の核となる一大産業が生まれて
いると説明しました。高知県では、２月より「リョーマの
休日～自然＆体験キャンペーン～」がスタートし、国
内外からの誘客につなげる取組が始まりました。昨
年１２月からは格安航空会社（ＬＣＣ）が新規就航し、
３月末からは名古屋線も増便予定であり、観光客を
受け入れる環境が調いつつあります。
　本市では、南国市まち・ひと・しごと創生総合戦略
の計画期間の最終年度を迎え、各事業が次第に形
になりつつあると感じています。その中の、国営ほ場
整備事業については、事業の推進体制を強化する
ための機構改革を行いました。国及び高知県では、
次期まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に向けた
作業が進められます。本市でも、各事業の進捗状況
と、取組の成果や課題を検証しつつ、次期まち・ひと・
しごと創生総合戦略の策定を進め、平成の次の時
代が、「若者が希望を持ち、誰もが安心してくらすこと
ができるまち」となるよう、各事業に取り組みます。」と
市政運営に対する所信を述べました。３１年度の主
要な施策について、あらましを紹介します。

況
状
政
財

介
護
保
険

　

地
域
ケ
ア
推
進
会
議
を
開
催

　
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
は
、

10
月
１
日
に
記
念
式
典
、５
月
26
日

に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
の
ど
自
慢
」公
開
番

組
の
全
国
放
送
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、60
周
年
記
念
プ
レ
事
業

と
し
て
の
第
１
回
ナ
ン
コ
ク
フ
ェス
テ

ィ
バ
ル
や
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、

さ
ら
に
は
、原
動
機
付
自
転
車
オ
リ

ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
10
月

よ
り
交
付
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。高
校
生
作
成
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
、今
後
の
記
念
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
活

用
し
な
が
ら
、本
市
が
歩
ん
で
き
た

歴
史
を
振
り
返
り
、市
民
の
皆
様
の

記
憶
に
残
る
記
念
事
業
と
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
制
施
行
60
周
年

５
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

　
と
さ
で
ん
交
通（
株
）か
ら
平
成

31
年
９
月
で
の
市
内
路
線
退
出
の

申
出
を
受
け
、平
成
31
年
10
月
か

ら
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。各
路
線

の
利
用
状
況
に
適
合
す
る
運
行
車

両
を
市
が
準
備
し
、新
た
に
岡
豊

地
区
と
岩
村
地
区
を
運
行
区
域
に

加
え
、路
線
再
編
を
行
っ
た
上
で
、

運
行
を
委
託
す
る
方
法
で
手
続
を

進
め
て
い
ま
す
。

公
共
交
通

10
月
か
ら
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

過
去
最
高
額
の
当
初
予
算

　
平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
、就

学
前
児
童
及
び
小
学
生
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、平
成
31
年
度
に
は
、有

識
者
及
び
保
護
者
等
で
構
成
す
る
、

子
ど
も・子
育
て
会
議
を
開
催
し
、

平
成
32
年
度
か
ら
５
年
間
の
第
２

期
南
国
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

改
定
に
向
け
子
ど
も・
子
育
て

会
議
を
開
催

　
高
知
南
国
地
区
の
整
備
範
囲
は
、

15
地
区
、526
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
計
画
農

地
面
積
と
し
て
、平
成
32
年
度
の
事

業
着
手
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。現
在
、地
元

関
係
者
や
関
係
機
関
と
協
力
し
、

詳
細
な
整
備
・
営
農
計
画
等
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、事
業
採
択
に
必

要
と
な
る
事
業
計
画
書
案
の
作
成

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。円
滑
な
事

業
の
実
施
に
向
け
、各
地
区
の
ほ
場

整
備
委
員
会
と
と
も
に
、さ
ら
な
る

同
意
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
商
工
会
館
東
側
に
整
備
予
定
の
、

（
仮
称
）も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、平
成
31
年
度
中
の

着
工
を
目
指
し
、準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。併
せ
て
、市
内
外
、県
内
外
へ

の
情
報
発
信
と
誘
客
の
た
め
、３
月

２
日
、３
日
に
県
が
実
施
す
る「
第

５
回
全
国
漫
画
家
大
会
議
」と
の

連
携
の
も
と
、も
の
づ
く
り
の
魅
力

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト

「
第
１
回
ナ
ン
コ
ク
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」

を
実
施
し
ま
す
。引
き
続
き
、地
域

の
機
運
醸
成
を
図
り
、「
も
の
づ
く

り
」を
通
し
た「
ひ
と
づ
く
り 

ま
ち

づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
、関
係
団

体
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取

組
を
進
め
ま
す
。

平
成
31
年
度
中
の
着
工
を

目
指
す

地
籍
調
査
事
業

３
地
区
で
一
筆
地
調
査
を
実
施

　
平
成
30
年
度
末
の
進
捗
率
は
20.3

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
見
込
み
で
、平

成
29
年
度
末
の
県
全
体
の
進
捗
率

56
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
べ
る
と
、ま
だ
ま

だ
遅
れ
た
状
況
で
す
。平
成
31
年

度
に
つ
い
て
は
、三
畠
地
区
、桑
ノ
川

地
区
、十
市
地
区
の
３
地
区
で
一
筆

地
調
査
を
実
施
す
る
よ
う
県
に
事

業
計
画
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
の

で
、補
助
金
交
付
決
定
が
あ
り
次

第
、順
次
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　
明
見
地
区
浸
水
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
建
築

工
事
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

引
き
続
き
、電
気・機
械
設
備
工
事

を
実
施
し
、早
期
供
用
開
始
に
努

め
ま
す
。

浸
水
対
策

明
見
地
区
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
、

早
期
供
用
開
始
に
努
め
る

　
平
成
31
年
度
は
基
本
設
計
を
進

め
る
な
か
で
、各
種
関
係
団
体
等
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
ほ
か
、用
地
造

成
工
事
等
を
進
め
ま
す
。

社
会
教
育

中
央
公
民
館
・
大
篠
公
民
館
の

合
築

　
平
成
30
年
度
に
引
き
続
き
、策

定
委
員
会
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
、

調
整
を
行
い
な
が
ら
全
体
素
案
を

作
成
し
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の

実
施
に
よ
り
、市
民
の
声
を
反
映
し

た
計
画
と
な
る
よ
う
努
め
、平
成
31

年
秋
頃
の
改
定
、公
表
を
目
指
し

ま
す
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

秋
頃
の
公
表
を
目
指
す

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
保
育
を

確
保
す
る
た
め
、平
成
32
年
４
月
に

「
大
湊
保
育
所
」を
、津
波
浸
水
区

域
外
施
設
で
あ
る「
あ
け
ぼ
の
保
育

所
」へ
の
統
合
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

保
育
所
統
廃
合

「
大
湊
保
育
所
」を

「
あ
け
ぼ
の
保
育
所
」に
統
合

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
一
人
あ
た

り
の
医
療
給
付
費
は
、平
成
29
年

度
よ
り
高
く
推
移
し
て
お
り
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

場
合
の
差
額
通
知
や
、重
症
化
予

防
の
た
め
の
受
診
勧
奨
な
ど
、高
知

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

連
携
し
、被
保
険
者
の
健
康
増
進
と

医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

医
療
費
の
適
正
化
に
努
め
る

3

　
風
し
ん
対
策
に
つ
い
て
は
、平
成

31
年
度
か
ら
、39
歳
か
ら
56
歳
ま
で

の
男
性
が
定
期
予
防
接
種
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。平
成
31
年
度
は
、

39
歳
か
ら
46
歳
の
方
に
抗
体
検
査

の
案
内
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

送
し
ま
す
。今
後
３
ヵ
年
で
順
次
、

抗
体
検
査
を
実
施
し
た
の
ち
、抗

体
価
の
低
い
方
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

勧
め
ま
す
。ま
た
、平
成
26
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
た
高
齢
者
肺
炎
球

菌
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、対
象

期
間
が
５
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た

の
で
、未
接
種
の
方
に
接
種
を
勧
め

ま
す
。

（
仮
称
）も
の
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

予
防
接
種

風
し
ん・
高
齢
者
肺
炎
球
菌

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画

国
営
ほ
場
整
備
事
業

整
備
範
囲
を
確
定
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